
予防医学研究会、入会後17年を振り返って 
-続けることの意義とこれから-
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　2007年6月、20年余の公務員医師にピリオドを打ち、
一開業医へ。 
　同期生で、友人でもある新垣実会長から入会の誘いがあ
り、同年の7月に初めて研究会に参加。 
　初回のレクチャーは、会長による｢検査の読み方｣と題す
る分子整合栄養医学に基づいた血液検査の新しい評価法。 
　内容は、まさに“目からうろこ”、入会を即決し、以来、
楽しみに毎月の定例会に参加。

【 予防医学研究会との出会い】



•検査の読み方 

•血液検査の新しい評価法と診療への適応（計14回） 

•鉄欠乏症及び栄養障害によるストレス性うつの治療改善症例 

•簡易蒙色診断 

•女性の脱毛症におけるサプリメント療法～鉄欠乏編～ 

•美容医療に必要なサプリメントの知識 

•地域資源を活かした健康食品-沖縄特産の冬瓜を活用した肥満、メタ
ボリック症候群の予防解消商品の研究開発- 

•糖尿病と栄養療法 

•生活習慣病（糖尿病）と栄養療法 

•まぶたで健康革命

【 2007年から2009年の演題１（演者名割愛）】



•抹消毛細血管の血流・形状観察 

•高濃度ビタミンC点滴療法（計5回） 

•当院に於ける脂肪吸引、除去の症例 

•オゾン療法とプラセンタ 

•還元電位治療：糖尿病・高血圧・肺織維症、症例中間報告 

•低血糖症について 

•食と血液と病気の三角関係？について～スパイラルMK５の臨床的応用～ 

•還元電位治療、半年間の治療成績 

•アンチエイジングからアクティブ・エイジングへ-ある形成・美容外科医の目指すもの-

【 2007年から2009年の演題２（演者名割愛）】



　血液検査の新しい評価法と診療への適応のレクチャーが継続さ
れ、栄養療法、サプリメントについて、集中して学び、自院でも
サプリメントを取り扱った。 
　ホメオパシー、ミネラルファスティング、還元電位治療などの代
替療法も、本会に入会しなければ、聴くことも、目にすることも
なかったであろう。 
　開業医になってから紹介されるようになった難治性のイボ（尋
常性疣贅）の治療で、ホメオパシーのレメディーは、今では欠く
ことのできない選択肢である。

【 2007年から2009年の総括1】



ホメオパシーは悪か？ 
-レメディーによる尋常性疣贅の治療を通して思うこと-
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16歳、男性、右足の多発性疣贅



治療開始後２ヶ月（延べ60錠服用）



　この間に、最も印象に残っているのは、高濃度ビタミンC点滴を
会員と有志、合計20名余に行い、その有効性の検証を行ったこと
である。 
　また、残念ながら、私は参加しなかったが、山田豊文先生主催
の“山田式ミネラル・ファスティング理論”を学ぶ京都での研修会、
また、県内での断食道場の開催は、まさに“予防医学研究会”の名
前に相応しい活動と言える。

【 2007年から2009年の総括2】



•癌免疫療法 
•当院に於ける局所肥満治療 
•当院における代替医療の現状報告 
•TF-AIM+AZULの免疫改善効果 
•一般内科ってどこまで診るの 
•生の血液は情報満載！～病気別血液画像の特徴～ 
•発達障害の栄養療法、血液データの解釈：実践編 
•続・低血糖症について 
•ホメオパシーは悪か？-レメディーによる尋常性疣贅の治療を通
して思うこと- 
•天然アスタキサンチンの役割と作用 
•The Restoration Biology(修復生物学)AIM-TFが目指したもの

【 2010年から2016年の演題１（演者名割愛）】



•抗生剤で下痢ピー 
•当院での小外科手術の色々 
•Dr.久高の開業日記~こんなはずじゃなかったからやっちゃるぞ~ 
•糖尿病とインクレチン 
•新米クリニック経営者のドバイ診療記～ハラハラ・ドキドキからワ
クワク・ドキドキへの転換点～ 
•第４の癌治療樹状細胞について 
•私が考える病気の仕組み 
•４Philosophies of Restoration Biology 
•悪い咬み合わせが引き起こすさまざまな疾患！ 

•美容外科の今、キーワードは脂肪-米国マイアミシンポジウム報告-

【 2010年から2016年の演題２（演者名割愛）】



•今クリニックで始まったこと～５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）活動＆
遺伝子乳がん～ 

•ハイパーサーミアの導入とその効果について 

•脂肪組織由来幹細胞の話 

•大腸がん撲滅をめざして！ 
•非観血的（IVR）手技による骨盤内閉鎖循環下大量抗がん剤潅流療法について 

•サプリメントからNature Medicineへ～米国最新情報！～ 

•当院における性同一障害（GID）に対するFemale to Male乳房形成術の検討 

•顎関節症と頭痛 

•医療から見た日本の行く末

【 2010年から2016年の演題3（演者名割愛）】



•当院に於けるVolumizationの光と影、そして未来像 

•スピリチャルの科学的アプローチと自律神経 

•脂肪細胞注入による組織の増大（第二報） 

•私の夢沖縄・日本の未来 

•Mechanotransduction(細胞機械的シグナル伝達)を予防医学に応用す
るアイディア 
•CBD入門 
•患者の思い、医師の思い 
•統合医療的がん治療について-当院での最近の診療にすべて-

【 2010年から2016年の演題4（演者名割愛）】

http://kcblog.ti-da.net/e6620317.html


【 2016年の演題】



　様々な領域の最前線で活躍する臨床医ならではの豊富な経験に基
づいたレクチャーは、毎回、興味津々で拝聴した。定例会は、会員
の多くが開業医であり、クリニック経営・スタッフ教育・税務管理
などの情報交換を、美味しい料理とお酒を楽しみながら、ざっくば
らんにできる貴重な場でもあった。 
　自分自身が“予防医学研究会”の名称に叶う貢献、演題発表ができ
たか否かは別にして、個人的には、継続して本会に関わることで“開
業医としてどう生きるか”を考えながら、“開業医としての挫折・成長
の過程”を定例会で呈示し、共有できる有意義な機会であった。

【 2010年から2016年の総括】



 那覇市医師会との合同講演会 
2014年8月



【 2017年】



【 2018年】



【 2019年】



【 2020年】



【 2021年】



【 2022年】



【 2023年】 【 2024年】



　2017年から日本統合医療学会沖縄支部、2021年から琉球統
合医療ユナイテッドとの定例合同研修会となり、これまで以上
に講演内容と参加者とも多彩となった。 
　2020年以降は、コロナ禍で年に数回の開催となることもあ
り、また、外部講師の招聘も途絶えてしまった。 
　2023年5月、コロナが5類感染症に移行後は、徐々に通常開
催が可能となり、2024年は当研究会に5名の若手医師が入会す
るという画期的な年となった。

【 2017年から現在までの総括】


